
岩手県青少年育成県民会議では、青少年を守り育てる運動として

　　　　　「いわて家庭の日」を主唱しています。

毎月第３日曜日は いわて家庭の日

推進協力：岩手県・岩手県教育委員会・岩手県警察本部

岩手県青少年育成県民会議では、青少年を守り育てる運動として

　　　　　「いわて家庭の日」を主唱しています。

・特集①   いわて親子フェスティバル

・特集②   わたしの主張岩手県大会

・特集③   いわて家庭の日

　今年で３回目になる「いわて親子フェスティバル in アイーナ」は、今年も “アイーナで一
日中あそぼう！”をコンセプトに、１０月２日（日）に開催しました。昨年を上回る、延べ
4,500 人の親子が、20 以上のコーナーで楽しい一日を過ごしました。
　今年も「くぼたまさと工作ショウ・工作教室」は、身近な物から作る工作と、わくわくさん
のわかりやすい教え方が大好評でした。「リコーサイエンスキャラバン」は、今年は「コピー
機になってみよう！」というプログラムで、カラフルなバルーン暗室にたくさんの親子連
れが押し寄せ、定員を超える大盛況でした。
　また、今回初開催の「イーハトーブサイエンススクール」では、二人の講師の指導で、大き
なシャボン玉やペットボトル水族館を作り、親子で科学の楽しさを体験できました。
　「羅針盤計画」の企画によるスタンプラリーは、スタッフの本気の仮装と演技、ポイント
でもらえるバルーンで、大人数の参加となりました。昨年から登場の「段ボール迷路」は、
小さなチャレンジャーたちで今年の一番人気でした。
　チョコの包装紙で作るマグネットや、トイレットペーパーの芯で作る万華鏡など、手作
りコーナーは予約で埋まり、ボランティアスタッフは休憩もそこそこに対応に追われてい
ました。
　４階のアイーナスタジオでは、初めて演劇を開催し、３団体が子ども向けの楽しいミュー
ジカルを演じ、バザー会場まで賑やかな空気が伝わっていました。
　今年も５月から２０人以上のボランティアが集まり、企画を練り、必要物品を作り、試作
を繰り返した努力の成果が、多くの来場者を呼び、定着したイベントになってきていると
感じた一日でした。

サイエンススクールでペットボトル水族館をつくる子どもたち
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　突然ですが、見てもらえますか？私と空手との
出会いは、今から 8 年前の夏。「杏奈には強い子に
なってほしいの。心の強い子供に。」そんな母の願
いからでした。
　「礼に始まり、礼に終わる」・・・見あげる道場
の壁のそんな言葉に見守られ、私の稽古が始まり
ました。先生や仲間を敬うこと、持ち物を整え、大
切にすること、目を見て心からの挨拶をするこ
と・・・普段の生活のことも細かに注意されました。
男の子に混じっての練習です。打たれた所にはあ
ざができ、痛くて、疲れて、へとへとでした・・・
それでも辞めずに続けられたのは、「お前は必ず強
くなる。いつかきっと優勝できる」・・・そう言っ
て下さった先生の言葉と稽古があったからです。
そしてもう一人、どんなに忙しくても、道場まで送
り迎えをしてくれた母の励ましと支えのおかげで
す。
　見えますか？これは、私が北日本大会で優勝し
たときにいただいたメダルです。熱い闘いが繰り
広げられているオリンピックのメダルに比べたら、

小さな小さなメダルで
す。でも、たくさんの
思い出と大切な人の心
があふれ出す、かけが
えのない私の宝物なの
です。裸足で走った、
冷たい雪道の稽古、暑
い真夏の道場、導いて

下さった先生、一緒に頑張った仲間。祖父母の声、
懐かしい小学校。私を育ててくれたふるさとは、緑
豊かで、海がきれいな三陸の釜石です。美しい自然
と人の優しさに包まれながら、私は、心と体を鍛え
てきました。　
　でも、5 年前の東日本大震災で、私のふるさとは
大きな悲しみに包まれました。見慣れた街は、一
瞬で、灰色の廃墟となりました。水も電話も電気も
使えない中で、連絡の取れない家族の帰りを、祈る
想いで待ち続けた時間。小学校の体育館や教室に
あふれ出す、家族や家を無くした人々。・・・あの
苦しみと痛みを私は決して忘れることはありませ
ん。
　今、私には帰りを待ってくれる家族がいます。
大好きな友達がいて、自分の進路だって自由に選
ぶことができる。与えてもらった命と時間を自分
のために使える幸せを、私はかみしめています。
だから、わがままや気まぐれで、誰かを傷つけたり
自分を粗末にする。そんな命の使い方は絶対に許
せない。そう思っています。
　私には幼稚園の時からの夢があります。それは、
正義を守り、人の役に立てる、警察官になることで
す。空手を通して学んだ勇気と感謝を忘れず必ず
夢を叶えます。そして、もう一つ。母がしてくれた
ように、家族を守るお母さんになること。
　私は負けません。人の痛みがわかる、強く、優し
い心を持ち続け、未来を見つめて、まっすぐに進ん
でいこうと思っています。

最優秀賞「強く　優しく　未来を見つめて」
　　　　　北上市立南中学校 3年　石川　杏奈　さん

　「第 18 回わたしの主張岩手県大会」が 9 月 15 日（木）に盛岡
市の小田島組☆ほ～る（いわて県民情報交流センター）にて開催
されました。
　今年度は、各地区大会から選出された代表者 17 名が未来に向
けての夢や希望、日常生活の中で感じていることや考えたこと
など、それぞれの思いを発表しました。
　「強く　優しく　未来を見つめて」という題目で発表した北上
市立南中学校 3 年の石川杏奈さんが大会の最優秀賞に選ばれ、
優秀賞には 2人、優良賞には 3人の生徒が選ばれました。
　アトラクションでは、盛岡市立城西中学校の生徒による「合唱」
が披露されました。
　なお、本大会の最優秀賞受賞者の石川杏奈さんは、11 月 13 日
（日）に東京都で開催された「少年の主張全国大会」において、努
力賞を受賞しました。

第 18回わたしの主張岩手県大会

日　時：平成 28 年 9月 15 日（木）

会　場：小田島組☆ほ～る
　　　　（いわて県民情報交流センター
　　　　  アイーナ 7階）
出場者：県内各地区大会から選出さ　
　　　　れた 16 名及び県大会会場市
　　　　町村から推薦された 1名の　
　　    　 計 17 名の中学生

いしかわ　    あんな

金メダルを掲げる石川さん



区　分 学　校　名 学  年 氏　名 発　表　題

３

３

３

３

３

３

最優秀賞

優秀賞

優良賞

〃

〃

〃

北上市立南中学校

花巻市立石鳥谷中学校

矢巾町立矢巾北中学校

盛岡市立城西中学校

八幡平市立安代中学校

遠野市立遠野中学校  こだしま　     めいこ
小田島　芽衣子

 やべ　　りんか
矢部　凜香

たなか　あいり
田中　愛理

むらまつ　たくみ
 村松　 拓海

 あべ　  しょうこ
阿部　祥子

いしかわ   あんな
  石川　杏奈 強く  優しく  未来を見つめて

「声に出す勇気」

共に生きるために

困難を乗り越えて

「いま」を生きる

１／１の個性

入賞者一覧

県大会ですばらしい主張を発表した 17 名の中学生

アトラクションで見事な合唱を披露した城西中学校のみなさん

身振り手振りで一生懸命に
発表する発表者たち

城西中学校のみなさんは大会の進行も手伝ってくれました 発表者による圧巻のパフォーマンスもありました



　「平成 28 年度『いわて家庭の日』絵画・ポスターコンクール」の表彰式が 11 月 20 日（日）に北上市の
北上市民交流プラザ展示室にて開催されました。
　今年度は、県内の小学校、中学校、高等学校から「いわて家庭の日」をテーマに、家族の思い出や理想
の家庭などを表現した温かみのある作品１９１点の応募がありました。
　９月２０日（火）に優秀作品の選考委員会が開催され、全ての応募作品の中から児童の部と生徒の部
併せて１３点が優秀作品に選出され、最優秀賞が２点、優秀賞が３点、優良賞が７点、そして選考委員
特別賞には１点の作品が選ばれました。
　なお、盛岡市のアイーナにて１０月１日（土）から１
０月１６日（日）まで入賞作品及び盛岡近郊地域、県北
地域、沿岸地域からの応募作品の展示を行い、北上市の
さくら野百貨店の連絡通路、通称りぼん橋にて１１月１
３日（日）から１１月２０日（日）まで入賞作品を含む全
作品の展示が行われました。
　県内の様々な人に作品を観ていただき、「いわて家庭
の日」を広く周知することができました。

表彰式に出席した入賞者と市川泝県民会議副会長

　次代を担う青少年が健やかに育ち、明るく豊かで安全な未来を築いていく
ことは、我々県民全員の願いであるとともに、私たち県民に課せられた重要な
責務です。
　そのためには、「青少年が心豊かで、自立した人間として成長すること」を
青少年自らが認識して行動するとともに、家庭、地域、学校、企業・職場、そし
て行政が一体となって支えていくことが必要です。
　中でも、家庭は、社会の最も基礎的な単位であり、子どもが初めて出会う社
会であり、安らぎの場であるとともに、人としての生き方の基礎を培う大切な
場です。家庭は基本的な生活習慣や自立心を育てる上で重要な役割を果たす
ものであり、人間としての成長の全ての原点・出発点です。
　こうした、青少年の健全育成のために家庭が果たす役割を改めて認識し、家
庭の大切さを呼びかけ、家庭の在り方について考えるきっかけとすることを
目的として「いわて家庭の日」を制定し、家族・親子のふれあいを啓発する県民
運動として推進します。
　それぞれの家庭、地域には様々な「家庭の日」があります。各家庭ではそ
れぞれ家族で話し合い、家族・親子のふれあいを深めるための「家庭の日」を
月１回は設けるようにしましょう。

県民会議は、毎月第３日曜日を「いわて家庭の日」に制定し、
県とともに県民運動としてその普及啓発を図っています。

〔主　  唱　  者〕公益社団法人岩手県青少年育成県民会議
〔推進協力団体〕岩手県、岩手県教育委員会、岩手県警察本部

◆　家　　　 庭　家庭の大切さを考える日として、各家庭で「家庭の日」を設けましょう。
◆　地　　　 域　地域の10年後、20年後を担う子どもたちを地域で守り育てましょう。
◆　企業  ・  職場　誰もが仕事と家庭を両立できる、働きやすい職場づくりを進めましょう。



北上市立江釣子小学校 4年

佐藤　真尋　さん
さとう　まひろ

北上市立北上中学校 3年

安部　ひより　さん
あべ

花巻市立南城中学校 3年

上林　日向子　さん
うえばやし  ひなこ

葛巻町立葛巻小学校 2年

神谷　侑良　さん
かんや　  ゆら

軽米町立軽米小学校 3年

野辺地　楓香　さん
のへち　  ふうか

盛岡市立土淵中学校 2年

岩渕　莉央　さん
いわぶち    りお

盛岡市立土淵中学校 2年

三野宮　優里花　さん
さんのみや　  ゆりか

北上市立江釣子小学校 4年

筒井　心暖　さん
つつい　このん

北上市立江釣子小学校 4年

菊池　梨花　さん
きくち　 りか

北上市立黒沢尻北小学校 3年

金野　姫依　さん
こんの　  めい

盛岡市立土淵中学校 2年

那須川　莉帆　さん
なすかわ　   りほ

二戸市立金田一小学校 6年

月折　優里明　さん
つきおり　  ゆりあ

北上市立江釣子小学校 4年
　　　

波多野　志哉　さん
はたの　　ゆきや



どうしていいかわからない。
困っているとき、苦しいとき、不安なとき。
思い切って電話してみませんか？
相談は無料です。秘密は固く守ります。
電　話：019-606-1722
　相談受付時間：9時～ 16 時（アイーナ休館日を除く毎日）
　　　　　　　   9 時～ 20 時（月曜日・木曜日）
メール：nayami@aiina.jp（24 時間受付中）
面　接：事前の予約が必要です
詳細はホームページ
(http://www.aiina.jp/seishounen/nayami/)をご覧ください。

）

覧くださ

情報発信中
相談室だより（goo ブログ）
http://blog.goo.ne.jp/ya-nandemo

講　師

　現代の大きな社会的課題でもある不登校・ひきこもり・ニート等の社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・
若者への支援について、保護者や教員関係者、支援機関関係者を対象に公開セミナーを開催し、この問題に対する理解を
深めるとともに、支援施策の充実につなげます。

申込・問合せ先
盛岡市盛岡駅西通一丁目 7-1　アイーナ 6階

電話：019-681-9077
 FAX：019-681-9078

　平成 28 年度をもって岩手県青少年育成県民会議は設立か
ら 50 周年を迎えることから、県民会議結成 50 周年記念式
典を開催いたします。
　岩手県教育委員会の教育委員である八重樫勝氏による記
念講演や平成 28 年度全日本合唱コンクールで銀賞を収めた
盛岡市立黒石野中学校特設合唱部の合唱発表等の開催をい
たします。
　講演等への聴講を希望される方は県民会議へ申し込みの
上、ご出席ください。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

県民会議では新規会員及び協賛企業を募集しています。
次世代を担う青少年の健全な育成を共に目指しませんか。

1． 会　  　員：　会員には、県内各地で開催するイベン
　　　　　　   トやシンポジウム等にご案内するほか、　
　　　　　　   青少年に関する各種資料等をお送りしま
　　　　　　   す。

2．協賛企業  ：　県民会議HPバナー広告、広報紙「青　
　　　　　   　少年いわて」への広告、県民会議封筒へ
　　　　　　   の広告を有償で掲載させていただきます。

区　分

正会員

賛助会員

形　態
個　人

団体（法人）
個　人

団体（法人）

年  会  費
3 千円以上
6千円以上

一口 12千円以上
一口 25千円以上

詳細は県民会議事務局までご連絡ください。

※4回の連続講義になりますが、3回目のみ 4回目のみでも聴講できます。

日　程 内　容

平成 29 年 1月 26 日（木）
13：30 ～ 16：00

平成 29 年 2月 21 日（火）
13：15 ～ 16：00

事例から見るステージごとの課題とポイント②

すべての若者が生きられる未来を築いていくために
（新時代の若者政策の新たな展開）

秋田　敦子　氏
（社福）わたげ福祉会代表

荻野　達史　氏
静岡大学人文社会科学部教授

第 3回

第 4回

時　間 内　容

13：15 ～ 14：00

14：10 ～ 16：00

16：10 ～ 16：30

第 1部　記念式典

第 2部　記念講演・活動発表
　記念講演
　　「認めて  信じて  背中を押して  
　　　　　　～家庭・学校・地域の在り方～」
　　講師　八重樫　勝　氏
　　　　  （岩手県教育委員会教育委員）
　青少年活動発表
　　盛岡市立黒石野中学校特設合唱部

第 3部　運動経過報告等

日時：平成 29年 1月 18 日（水）
会場：小田島組☆ほ～る（アイーナ７階）
内容：

問合せ・申込み先（岩手県青少年育成県民会議）
電話：019-681-9077
 FAX：019-681-9078


